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則 


日 本 の 旬 東 京 ・ 


J ツ 横浜 キャ ン ペ ー ン 

ド も 前 泊 ・ 後 泊 で 横浜 を 楽し め る 「) 
オリ ジ ナ ル 企 画 を 予定 し て お り ま す 。 rokyorYokoHAwa 
※ 詳 細 は P.7 を ご 覧 くだ さい 。 8 不用 


SHIP DA 本 2022 明 

ーー 
@ 粗 籍 / 日 本 @ 全 長 /241m 念 全幅 /29.6 
/50,444GT 俺 喫水 /7.8m 人 航海 速力 ア 最高 2 
@ 横 揺れ 小手 装置 / フ ィ ン : ス タビ ライ ザー 倫 乗 客数 78 
名 劉 乗 組員 数 / 約 490 名 食客 室 数 /436 室 ( 全 


飛 記 Tc 航 (。 ここ ろ 踊 る 春 彩 クレ ー ズ [6 


ーー ュー ーー 


日 次 | 寿 洪 地 | スケ ジュ ー ル 、 季 衣 の 主 な 催し 予定 | ドレ スコ ドド 航 内 の 服装 の 目安 。 


の 集合 後 、 当 HPCR 検 査 に 5 5 
横浜 | 東 大 きん 迷 で を 村 TEN 
時 ヽ 実 ーー バーリ テ ュ ヽ を と さて EE | 呈 N 
6 お 申し 込み 客室 カテ ゴリ ー に お 見 送り イベ ント を 予定 《 船 中 泊 )》 ドレ スコ ー ド (服装 規定 ) に 合わ せ て 、 
* より 集合 時 間 が 異な り ま す クル ー ズ な ら で は の お し ゃ れ を お 楽し みく だ さい 。 
9 目 の 前 に 広がる 太平 洋 と 、 碧 彩 オリ エン テー ショ ン 、 大 彩 コン | カジ ュ ア ル 。  / 
2 5| 終日 航海 | 多用 な 施設 、 語 な 船内 | サー ト 間 彩 アサ ー( 一 本 0 
ミュ >> 白 < ゞ えい ーー ルル 会 ー で 1] 人 中) sT シ ャ ツ 、 短 パン > ト 可 。 
上 イベ ント を お 楽し みく だ さ v の 97. ル ロ ー ル 入り ー ド リッ ク ) 【 女性 】 デザ イン 性 の ある ブラ ウス と スカ ー ト 、 ス ラッ クス な ど 。 
目 ili ププ 1 ョ 
3 We 宮 溢 地 で の 信 光 の 例 】 添乗 員 同 行 の オリ ジ ナ ル 寄 港 | 。。 | あお いろ カジ ュ ア ル 
3 236| 日 同 細 全面: 本 都 古墳 群 | 地 鈴 光 や 自由 行動 に て お 楽し 「 あ いろ 1 の も の を 才 に 着け て お通し いた だ き 、 
| iM2098 味 軸 | 特別 企画 : 高 千穂 神楽 みく だ さい ER 本 移 Z27 証 = ーー 
こつ Pk 季 で の 稔 光 の 一 例 1 5 旨 同 | 行 2 > 【 男 性 】 ス ー ツ 、 ジ ャ ケッ ト な どの 上 着 に 同色 また は コン ビ の 
ッ ン 高 知 容 港 地 で の 観光 の 閥 員 同行 の オリ ジ ナ ル 条 答 | スラ ックス を 合わ せ て 。 ネ クタ イ は 着用 を お すす めし ます 。 
4 27 8 特別 企画 : 地 観 光 や 自由 行動 に て お 楽し e 【 女 性 】 ワン ピー ス や ツー ピー ス 。 ス カー フ な ど で ち ょ っ 
人 記 | 析 光 列 車 で 愉し 土佐 の 鉄 施 | みく だ さい ( 毅 中 泊 ) と し た アク セン ト も お すす めで す 。 
ET 天馬 : 目 同 邊 ょ > > ※ 左 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 、 天 候 、 そ の 他 の 事情 に より 変更 され 
三重 県 rk 1-b123> 生 IAOUL NM る 場合 が あり ます 。※ ド レス コー ド は 予定 で す 。 最 終 旅 生日 
メン 四日市 特別 企画 : 地 観 光 や 自由 行動 に て お 楽し | 民 3WZ 軒 。 程 表 で ご 案内 いた し ます 。※ 寄 港 地 観 光 ツア ー 参 加 時 に は 
O 28 な ば な の 里 と 三重 の 美食 みく だ さい 2/ 禄 22 人 4 船内 で の 昼食 は お 取り いた だ け な い 場合 が あり ます 。※ 写 
の 3 軒 有 000 入 港 17:00 出 注目 還 9ESEHE 碧 彩 DAY) を お 楽し みく だ さい | ( 曲 中 泊 》 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 寄 港 地 の 写 真 に は 寄港 地 観 光 ツ 
VISON の 休日 と 美 殖 彩 感謝 祭 を 予定 し て お り ま アー: 自 由 行 動 で 訪問 可能 な 場所 も 含ま れ て お り ます 。※ 乗 
Me Pc な 船 当日 の 集合 時 間 は 乗船 巻 共に お 届け する [ご 乗船 当 
y 5 帰港 後 、 港 町 横浜 を より 楽し め 日 PC 検査 の ご 案内 (最終 集合 案内 )] で ご 確認 くだ さい 。 
6 レン 2 横 1 ペ 人 り ます る イベ ント を 計画 中 で す 
( ポ ) 0 詳細 は 11 月 下旬 頃 発 表 予 定 で す 


一 最少 催行 人 員 :2 名 画 添乗 員 : 同 行い た し ます (1 日 目 横浜 港 か ら 6 日 目 横浜 港 まで )。 船 内 で は 船 の スタ ッ フ 
が お 世話 いた し ます 。 画 食事 条件 : 朝 食 5 回 ・ 昼 食 4 回 ・ 夕 食 5 回 


| 3 キャ ピン ( 室 ) 以 上 の 
同一 予約 で お 得 な グル ー プ 割引 


習 彩 季 航 の 


ウル (1 


1 
贅 ツ アー( 基 本 ) 料金 が 旅行 代金 に 
で 旬 や 話題 の スポ ッ ト へ ! 


画 旅 行 代金 (お と な お 一 人 様 ) 3 種 ※ 旅 行 代金 に は 諸税 ・ サ ービス 料 が 含ま れ て お り ます 。 


ぶ ヽ 5 ーー | D: バ ルコ ニー 
キャ ビン タイ プ パル コニー | D3: テ ディー トリプル 


399.000 | 399.000 生 | 469.000 | 499.000 下 | 789.000 本 999.000 
536,500 ロ | 518,700 | 635,700 下 | 646,700 下 1262400 相 1598.400 ロ 


凍 梓 明和 * 抽 | う 09.(00 ロ | 349.000 | 439.000 | 449.000 ロ | 689.000m| 949.000 本 1149000m|1649000m 
が Mo 敵 に | 463.500 ロ | 453.700 ロ |570.700 ロ |583,700m 1102400 本 1518.400 本 1838400 机 3298000 


旅行 代金 


※ グ ルー プ 割 引 旅 行 代 金 は 1 グル ー プ で 3 キャ ビン 以上 を 同一 販売 店 に て お 申し 込み の グル ー プ に 適用 と な り ま 人 @ 新 国内 旅行 シス テム ・ エ ー ス 画面 [現地 オプ ショ ン ・ 日 帰り エス コー ト ] に て 予約 。 信 予約 後 
す 。※1 名 1 室 利用 旅行 代金 と は 客室 を 1 名 で ご 利用 の 場合 の 旅行 代金 で す (1 名 で ご 利用 いた だ ける 客室 に 「 フ ルー ズ 情 報 」 に て 必要 な 情報 を 送信 必須 (マニ ュ ア ル :|-WEB 国 内 っ クル ー ズ 一 日 本 胎 国内 
は 限り が ご ざい ます ) 。※ 当 クル ー ズ は チャ ー タ ー ク ルー ズ の 高 、 船 会 社 発行 の 各種 優待 券 や 日 本 郵船 株 主 様 クル ー ズ 情報 参照 ) 。 取 消 の 際 は トリ ッ プ ス ( 新 国 内 ) と 併せ て フル ー ズ 情報 も 取消 操作 必須 。 


優待 割引 券 は ご 利用 いた だ け ま せん 。※ 救 命 ボー ト や 救命 いか だ 、 乗 下船 タラ ッ プ な ど 客船 回 有 の 設備 の た め 、 = 
一 部 の 客室 お よび K ス テー ト は 眺望 が 妨げ られ ます 。※ お 荷物 宅配 サー ビス は 有料 と な り ます 。 (客室 S を 除く ) コー ス No. 一 覧 | 旅行 代金 :1GE6150-0 グル ー プ 割引 旅行 代金 :1GE6150-1 


客室 タイ プ の ご 案内 多用 ル に ルコ ーー る まう の 内 全 は まれ 2 こと が らち り ま う 。 ーー イト イッ 

の 人 生 せ 19 の 0 上 全 和 導 側 の キャ ピン スペ ー ス で バス タフ も 完備 。 ee 0 2 
に 麻 | 3 名 様 で 利用 可能 | 還 ロ イヤ ルス イー ト (4 室 限定 ) た 太 記 権 上 の 時 間 を 演出 する 洋上 の 私 了 
嘱 = 


1 介 ルー ム サ ービス 無料 ( 海 彦 (寿司 ) ル ー ム サー ビス メニ ュー を 含む ) 
つう TL 。 ロイ ヤル スイ 上 UM 9 客 守 内 専用 パソ コン サー ビス 候 客 室内 の アル コー ル 飲料 介 ク リー ニン グ サ ービス 
テッ 主 な サー ビス 信 「 ア スカ アヴェ ダ サロ ン & ス パ 」、[ 海 彦 」 事 前 予約 島 無 料 宅配 便 サ ービス 
※2022 年 8 月 時 点 の も の で 馬 に ミ 要 と 
今後 変更 と な る 場合 が ほり 個 葵 、 各 寄港 地 に て 専用 車 で の 観光 付 ! 


ご ざい ます 。 オリ ジ ナ ル 詳細 は 寄港 地 観 光 ツ アー と 共に 11 月 頃 ご 案内 予定 で す 。 


和 と モダ ン が 特 き あう [3 名 竹 で 利用 呈 能 | 広々 リビン グ の 洗練 空間 [3 名 種 で 利用 可能 | 充実 の 設備 と サー ビス を 備え た スイ ー ト 3 名 様 で 利用 可能 


田 和 洋 ス イー ト (2 室 限定 ) 還 還 iR 間 : 還 ア スカ スイ ー ト 55EEI "| 回 スイ ー ト EYESGETm 


記 W ^ 客室 ご 利用 の お 客 様 限 スイ ー ト ルー ム を ご 利用 の 方 へ 


(S・W・A・C 客 室 ) 
る プレ ミア ダイ ニン グリ パール き @⑯ イン ルー ムダ イニ ング サー ビス 
客室 S・W・A の お 客 様 専用 の ダイ ニン グ で す 。 朝 ・ 昼 夕食 を 客室 へ お 届け する サー ビス が ご ざい ます N 
※ 感 染 症 対策 の た め 、 オ ー プ ン シ ー テ ィング は 中 止 し 、2 回 制 で ご 案内 し ます 。 (無料 ・ 予 約 制 )。 穏 や か な 日 に は 、 ぜ ひ バ ルコ ニー で 
※ ソ フト ドリ ンク の 他 、 ビ ー ル (指定 銘柄 ) を 追加 料金 な し で お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 


お 食事 を 。 ク ルー ズ な ら で は の 体験 で す 。 
※「 フ ォ ー シ ー ズ ンダ イニ ング ルー ム 」 で も ディ ナー を お 楽し みい た だ け ま す 。 こ の 場合 は ビー ル は 有料 で す 。 中 ※ ご 注文 は 乗船 後に 承り ます 。 


3 名 様 で ご 利用 可能 機能 的 で 落ち 着く 空間 
プラ イベ ー ト な 眺望 を 楽し め る J m 圏 還 ディ ー ト リプ ル 全 宣 パス タプ 付き 
陽光 あふ れる 空間 の / 季 ょ 4 電 限 定 


ド 角 窓 (バル コニー な し ) / 22.9m: 


※3 名 様 で の ご 利用 が 原則 と な り ます 。 
※3 名 様 の うち 1 名 様 は リフ ァ ベッ ド と な り ます 。 


 E バル コニー 


角 窓 (バル コニー な いり ) 18.4m: 
※K ス テー ト は 眺望 が 妨げ られ ます 。 


⑯ ル ー ム サー ビス (客室 タイ プ に より 有料 ) 但 テ レビ : 日 本 の 沿岸 で は 衛星 放送 を ご 覧 いた だ け ま す 。 但 ビ デオ オン デマ ンド サー ビス 但 冷 蔵 庫 冷蔵 庫 内 の お 飲物 は 、1 日 1 回 補充 し ます (お 水 は デ スク の 上 に ご 準備 し 
に 年 : さ の 三 当 時 令 て いま す )。 ご 自由 に お 飲み くだ さい 。 但 電 気 製品: 国内 で 使用 で きる も の を 客室 内 の コン セン ト で ご 使用 いた だ け ま す ( 客 室 で の アイ ロン 、 電 気 コン ロ な ど 熱 滅 機器 の ご 使用 は ご 遠慮 くだ さい ) 。 但 洗 濯 : セル フサ ー ビ 
ス の ラン ドリ ー ル ー ム を ご 自由 に お 使い いた だ け ま す 。 ま た 、2 泊 以上 の クル ー ズ で は 、 ド ライ クリ ー ニ ング や プレ ス も 承り ます 。※ サ ービス の 内 容 に より 有料 の も の が ご ざい ます 。 


デッキ プラ ン の ご 案内 レク 多 多 ん 


診療 室 RE 央 R H | 央 p 
記紀 ご 遇 | 
調 
0 と 
) 【 ビス タラ ウン ジ 4 1 
DECK 4 | 」] ikeesl 人 ア 
テン ダー デッキ | F 員 
床 剛 周 
@ 客室 タイ プ 【 人 半 介 = 
| AN 前 8 
ー ロイ ヤル スイ ー ト ト づ ? ) Lo っ ウッ が BL ム ロ ド 
和洋 スイ ー ト いさ 
ゴ ーー SE gae で 
闘 アス カス イー ト 下 呈 旨 12 較 昌 に : 半 :Sjm 4 
で スイ ー ト AA 人 
剛 E バル コニー ーー に | 
画 ディ ー ト リプ ル 1 プン ジジ ェ ーー 
較 スケート な 
紹 ァ レ 。 アス カプ ラ ザ | ek 還 
《 車いす を ご 使用 の 方 あーNIS 。 由 | タ ラ 
の た め の 客 室 ジ ビア パーgg 。 @| | プー、gsg @ ス 
4 ム セル フサ ービス ラン ドリ ー ラー ゅ ーー 人 | | 有 2 
EV エレ ベー ター [ 避 gl 間 制 らら イッ | 識 が ] スパ 
WC トイ レ D 回 還 由 還 千 オル トー ス 1030 ] 1031 較 本 
名 車いす で の ご 利用 が ィ SF 12 1033 較 
可能 な トイ レ 2 2 人 ハリ ウッ ド シ アタ ー 1o34 | 1035 スパ 
較 シャ ワー イ | イー ラグ ルー 人 ム と ir 1037 
回 喫 太 ス ペー ス 1 還 じ < と ささ oi 者 ah し 関 
BR を EC で IDB 語 了 - ーー | 堆 人 まる - 個 ーー 回 MK | 陣 二 ビ 
@ 日 本 工芸 作品 展示 場所 回 | 直人 半 heal 占 5 8 gg L 
(客室 内 展示 可動 式 の 展 示 を 除く ) 還 に 3 2 EE| を J っ ゴ 
※ 展 示 場所 は 変更 と な る 場合 が ウ 。 | ン ィ ロス 
ご で ざい ます 人 思 昌 1045 1049 前 井 ザ サレ 『 ト る 
_ 必 ド タマ B 室 べ き | ま ュ ーー 受 芳 
We ラ 尺 or 1051 B S 1 ア スズ パラ 
Pe 『I | CT 1052 r 1053 工 W ル と み 
充実 の Wi-Fi エ リア ょ が に アパ 1054 上 1055 ョ 息 全 に kS ーー 
ニー 語 記 | B | 
ni か で 6 の 1 - 拉 | 較 際 寺 2 症 
ー 部 船内 施設 で Wi-Fi | 3 クラブ 2100 計 則 呈 作 上 司 き 6 
財 ービス が ご 利用 いた だ け 較 1 議 I | 
ます 。 お 客 様 お 持ち 込み の 上 | 上 | | 叫 吊 M 剛 製 剛 
無線 LAN 対 応 端末 (スマ ー | R 
ト フ ォ ン ・ タ ブレ ッ ト ・ フ ノート パ いし 。 ノ 8 障 2 ※ 食 事 時 間 は 禁煙 
ソコ ン ) で イン ター ネッ ト を ご 
利用 いた だ け ま す 。 DECK 5 DECK 6 DECK 7 DECK 8 DECK 9 DECK10 DECk11 DEcCk12 
メイ ン デ ッ キ プラ ザ デ ッ キ プロ ム ナー ド デ ッ キ ホラ イソ ゾン デッキ シー ブリ ー ズ デッキ アス カ デ ッ キ リド デッキ スカ イデ ッ キ 


⑮ 客室 の 販売 は 一 時 休止 中 
※ サ ービス 内 容 お よび 船内 施設 ・ 
受動 喫煙 対策 に より 、 飛 鳥 I の 喫煙 スペ ー ス は 「 ス モー キン グラ ウン ジ ( 現 シガー バー/6 デ ッ キ )」 お よび 11 デ ッ キ 後方 (食事 時 間 を 除く ) の み と な り ま す 。 客室 の 情報 は 2022 年 8 月 現在 


バル コニー を 含む 客室 内 お よび 11 デ ッ キ 後方 以外 の 外部 デッキ も 電子 タバ コ を 含め 全面 禁煙 で す 。 ※ ス モー キン グラ ウン ジ で は 葉巻 の 販売 は ど ざ いま せん 。 0 中 止 と な る 
9 デ 内 3 


eS た こさ 
eS 
ち ジ 学 委 の お 客 様 香 5 
と 茶 の 大 カエ リア を ご 加 意 


さ 慰 ま 
※ 現 地 で は 例年 本 者 花 祭り か と 大 を 人 党 
いま す 。 


4 世紀 か ら 7 世 紀 の は じ め に 築造 され た と 推定 され る 300 有 余 基 の 古 = ーー 
墳 が 点 在 し ます 。 形 式 は 円 墳 ・ 前 方 後 円 墳 ・ 方 形 墳 ・ 帆 立 貝 式 古 墳 ・ 地 高い と ころ で 100m、 平均 80m の 断崖 が 東 
下 式 十 墳 な ど 実に さまざま 。 春 に は 桜 と 菜の花 が 一 度 に 咲く 花 の 名 所 と 西 に 約 7km に 渡っ て 続く 高千穂 峡 で は 、 天 
し て も 知ら れ て いま す 。 近 辺 に 自生 する 可憐 な 山野 草 に も 癒さ れ ま す 。 孫 降臨 に 由来 する 真名 井 の 滝 や 圧巻 の 柱 

NE 状 節理 な ど を 遊覧 ボー ト で その 荘厳 さ を 間 
末 ス 由 近 に 感じ る こと が で きま す 。 


日 本 神話 に て 天 照 ( ア 
マテ ラス オオ ミカ ミ ) が 岩戸 に 


を 且 他 お 隠れ に な っ た 際 、 天 地 暗 時 

。 間 と な り 八 百 万 (や お よろ ず ) の 

倒さ 神 が こ の 河原 に 集まり 神 議 
され た と 伝え られ る 大 洞 。 


特別 
伯 「 分 演 
で を ジ 凶 話 移 貸 幼 公演 


高千穂 神社 境内 の 神楽 殿 で 毎晩 奉納 され る 夜 神楽 。 三 十 
三 番 の 神楽 の 中 か ら 「 手 力 雄 の ]「 負 女 の 舞 ]「 戸 取 の 
舞 ]「 御 神体 の 舞 」 の 代表 的 な 4 番 が 公開 され て いま す 。 今 


“ 若 | 回 、 百 彩 季 航 で 訪れ た お 
の 海 客 様 専用 の 特別 貸切 公 


ノン 8 演 を 実施 。 国 の 重要 無形 
柱状 岩 が 波 の 侵食 で 東西 200m、 南 民俗 文化 財 に 指定 され て 
北 220m、 高 さ 10m に わた っ て 割 け 、 十 いる 「 高 千穂 の 夜 神楽 」 を 


文字 (クル ス ) に 見 える こと か ら こ う 呼 
ば れ て いま す 。 


目 の 前 で 体感 で きま す 。 


南国 ムー ド 漂 う フ ェ ニ ックス 並木 、 青 い 海 と 青い 空 
の 絶景 。 宮 崎 の 象徴 と も いえ る 風景 が 広がり ます 。 


海岸 沿い か ら 海 を 見 下ろ す と 奇岩 「 鬼 の 洗濯 板 」 
が 渡 間 か ら 垣 間 見 えま す 。 


宮崎 県 の 中 央 部 に 位置 する 綾川 流域 に 
残さ れ た 、 日 本 最大 級 の 原生 照葉樹 林 
は 東 ア ジア の 照葉樹 林 帯 の 北限 付近 に 
あたり 、 多 く の 日 本 固有 種 も 見 られ ます 。 


樹齢 お よそ 300 年 の 壮大 な し だ れ 桜 。 こ の 桜の 子孫 は 五ヶ瀬 町 内 に 約 300 
本 植え られ て お り 、 一 帯 で 見 事 な し だ れ 桜 を 見 られ ます 。 町 内 の も う 1 つ の 
名 物 が 石 ヶ 瀬 ワ イナ リー。 阿 菊 五 岳 を 見 渡す 標高 600m の 寒暖 の 差 が 激 し 
い 当 地 と 美しい 水 が 育 て た 五ヶ瀬 産 入 久 100% の ワイ ン を ご 賞味 くだ さい 。 


この 豊か な 森 を 歩い て 癒し の ひと と き を 。 


南国 市 の 後免 (ご めん ) 駅 か ら 
奈半利 町 の 奈半利 (な は り ) 
駅 に 至る 、 全 長 42.7km の 路 
NN の Ne | 
架線 を 運行 する た め 、 車窓 か ら ュー 
眺望 する 太平 洋 が 見 事 で す 。 


現存 する 日 本 最 古 の 路面 
電車 で 、 高 知 市 民 の 足 と し 
| て 親しま れ て いる と さ で ん 。 
| 開業 翌年 の 明治 38 年 に 製 
3 造 され た 電車 を 当時 の 姿 に 
。 復元 し た レト ロ な 「 維新 号 」 
貸切 に て 市 内 を 巡り ます 。 


る 初 (上 り 角 は 、 身 が 引き 

締まり 、 色 つや が よく 、 脂 が 少 貞 
な くさ っ ぱり と し た 味わい が 特 
微 で す 。 緑 起 物 と し て も 好ま 
れる 旬 の 味 を ご 堪能 くだ さい 。 


印象 派 の 画家 クロ ー ド ・ モ ネ が 愛し た フラ ンス ・ ジ ヴェ ル 
ニー の 庭 を 再現 。 本 国外 で 唯一 、「 モ ネ の 庭 」 の 名 称 が 
許可 され た 庭 を 散策 する と 、 モ ネ が 描い た 風景 を か いま 
みる こと が で きま す 。3 月 末 は チュ ー リ ッ プ を は じ め と する 
春の 花々 が 満開 で す 。 北 川村 の まぶし い 光 と 青い 山海 
背景 に 、 春 煽 漫 に 彩 ら れ た 草花 を お 楽し みく だ さい 。 


る 寺跡 の 絶景 ・ 仁 淀 プル ー 


清流 ・ 仁 淀川 が 生み 出す 神秘 的 な 光景 か ら つ いた 「 仁 
淀 ブ ルー」 の 名 称 。 川 庶 ま で 透き通る コバ ルト ブル ー の 
流れ 。 流 れ 落 ちる 清流 を 深く 吸い 込む 青 の 滝 吉 。 ま る 
で ンク を 流 じ だ か の よう な 美しい 紺 百 の 淵 。 全長 ~- 
124km も の 江 L の 中 環境 の 違い や 太陽 の 位置 、 季 
節 の 変化 で 様々 な 8 天 舌 色 5 の 表情 に ea まう ・ 


博士 が 和 名 を 付け た サク ラ 必 の 園芸 品種 
仙台 屋 な ど を お 楽し みい た だ け ま す 。 


戸 沖の 海底 に 生息 する 金目 
。 綺 麗 な 赤い 皮 か ら 張 り 出し た 


高知 が 生ん だ [日 本 の 植物 分 類 学 の 父 | 履 
野 富太郎 博士 の 名 が 付い た 高知 県 立 牧 野 
園 は 高知 市 の 五台山 に 位置 し て いま 較 議 
す 。 起 伏 を 活か し た 約 8ha の 園地 に は 、 博 士 工 計 
ゆか り の 野生 植物 や 高知 県 特有 の 草花 な 
ど 3,000 種 類 以 上 が 四季 を 彩り ます 。 春 は 


全国 に 現存 する 江戸 時 代 か ら の 天 
守 痢 を 持つ 12 城 の 中 で 、 唯 一 本 丸 
の 建築 群 が 現 存 し て いる 高知 城 。 忍 
返し や 物 見 窓 な ど 軍 事 拠点 と し て の 
城 の 性 格 を 伝え る 貴重 な 遺構 も 残り 
ます 。 梅 と 桜の 名 所 と し し 

て も 知ら れ 、 そ の 優美 
な 姿 と 花々 の コン ト 
ラス ト が 見 事 で す 。 


、 口 の 中 で 


と ろり と 溶け る 食 感 で す 。 


金目 鯛 


SNN バ レオ 年 戸 キン メ 井 | で 召し 上 が れ 。 


た 名 物 料 


和服 姿 に 懐 手 ブー ツ 姿 の 坂本 
龍馬 像 が は る か 太平 洋 の 彼方 
1 MM 桂浜 。2023 
年 3 月 業 施設 | 桂浜 海 
時 の プン が 予定 さ 』 
れる 、 再 注目 の スポ ッ ト で す 。 


約 30 万 m の 広大 な 敷 
地 に は 四季 を 通じ て 季 
節 の 花 が 咲き 誇り ます 。 
春 に は 桜 や チュ ー リ ッ プ 
な どの 花々 が 一 面 に 広 
が る 花 の 編 、 絵 画 の 
よう な べ ベゴニア ガー デン 
を お 楽し みく だ さい 。 


猿田 彦 大 神 を 祀る 全国 二 千 余 
社 の 本 宮 。 猿 田 彦 大 神 は 、 地 
上 に 生き と し 生け る も の の 平 
安 と 幸福 を 招く 「 み ちび き の 祖 
神さま 」 と 宗 散 され 、 旅 行 安全 
に お いて も ご 霊験 あら た か と 信 
仰 さ れ て いま す 。 


ンー 下 
影 紀 宮 同 


親 答 聖 人 が 開山 し た 全国 に 六 百 余 ヶ 寺 ある 真宗 高田 派 の 本 山 。 壮 大 
か つ 壮 詞 な 大 型 仏堂 の 御影 堂 、 日 本 最大 級 の 近世 禅宗 様 仏堂 の 如 
来 堂 、 国 宝 の 法 宝物 や 国 指定 の 重要 文化 財 を 数 多く 抱え て いま す 。 


き 釣 
特別 


企画 


、e<*s 創業 は 明治 8 年 。 豊 か な 緑 
まお” に 囲ま れ た モダ ン な 邸宅 で 
味わう 本 格 イ タリ アン 。 地 産 
の 新鮮 な 食材 に こだわ り 、 
伝統 を 受け 継ぐ シェ フ が お 
届け する | 三重 県 の 恵み ] を 
心ゆく まで お 楽し みく だ さい 。 


花 の 織 整 を 一 望 ! 


地上 45m の 高 さ か ら 、 雄 
大 な 風景 を 360 度 の パ ノ 
ラマ で 詞 む こと が で きま す 。 


ニニ ニー ーー 


歌川 広宣 の 浮世 絵 | 伊勢 参宮 宮川 の 
渡し に も 登場 する 宮川 。 江 戸 時 代 、 一 生 
に 一 度 の 旅 と し て お 陰 参 り に 訪れ た 人 々 
は 舟 で 宮川 を 渡り まし た 。 周 辺 は 春 に は 
桜花 が 美しく 咲き 、 茶 屋 が 並び 、 め で た く 
参宮 を 終え て 帰る 伊勢 講 を 送る 道中 歌 
も ひび きま し た 。 現 代 の 宮川 堤 は 桜 並木 
が 1km に 渡り 咲き 誇る 桜の 名 所 で す 。 


日 本 人 の 心 の ふる さと 、 伊 勢 神宮 。 天 
照 大 御 神 を お 祀り する 内 宮 、 豊 受 大 硬 計 
御 神 を お 祀り する 外宮 を 中 心 と し た 四 
125 宮 の 宮 社 すべ て 総称 の こと で 、 正 
式 に は [神宮 ] と いい ます 。 お 参り の 後 
は 伊勢 グル メ を 堪能 で きる お は らい 


町 ・ お か げ 横 丁 の 散策 も 楽し み 。 


ベン シシ 


【 美 し い 村 】 ニ 【 美 村 】 が その 名 の 
創業 明治 34 年 、 老 千 


由来 で 、 広 大 な 敷地 を 有する リゾ ー 
料亭 な ら で は の お も て 肖 席 ト 型 複合 商業 施設 [VISON]。 
な し を どう ぞ 。 プ リプ リ 、 と ーー 癒 ・ 食 ・ 知 を テー マ に 、2021 年 7 
ろ と ろ の 良質 な 桑名 産 紋 // 月 三重 県 多気 町 に グラ ンド オー プ 


の は まぐ り に こだわ っ た 
「 旬 の は まぐ り 懐 石 ] を 
ご 賞味 くだ さい 。 


ン 。「 サ ン セ バス チャ ン 通 り ] や | 和 
衣 % ヴィ ソン |]、「 マルシェ ヴィ ソン 」 な ど 
ノ 9 エリ ア を 有 し ます 。 


音 形 全 航 (あお いろ きこ う ) は 、 料 い 水面 を 舞 吾 に 、 色 彩 豊 か な それ ぞ れ の 主人 節 を 愉 ぱ む 、 


JTB オ リ ジ ナ ル の チャ ー タ ー ク ルー ズ ( 航 海 ) で す 。 


こだわ り ぬ いた 航路 と 寄港 地 

チャ ー タ ー ク ルー ズ オ リ ジ チ ナン の 

船内 イベ ント と 寄港 地 で の 特別 企画 。 
その 季節 な ら 6 では の 旬 の 景色 、 味 覚 。 
飛鳥 クル ー ズ JITB が 

長年 の タッ グ で 培っ て きた 珠玉 の 旅 が 
五感 の 全て で ご 体感 《 だ さい 


2 


連 当 寄港 地 へ の こだわ り 

各地 の 名 所 ・| 旧 所 を 訪れ た り 、 学 び の 要素 を は じ め 
新 施設 や 話題 の 体験 を 取り 入れ 、 そ の 季節 の 旬 を 五 
感 で 体感 する JTB な ら で は の 和 

旅 を ご 用 意 。 出 港 時 に は 地元 本 時 、 
の 方 み ら の お 見 送り な ど 、 ク 生生 畑 培 
ルー ズ な ら で は の 感動 的 な 光 工 < 
景 に 出会え ます 。 船 内 に は JTB aa 計 叶 較 
デス ク を 設置 し ます の で お 気軽 ピー 
に ご 利用 くだ さい 。 高知 港 で の お 見 送り (イメ ー ジ ) 


と ポイ トト 、 | 娠 彩 特別 企画 ] と し た 
MM グ 寄港 地 観光 ツア ー を ご 用 意 ! 
S ロ イヤ ルス イー ト は 全 寄 港 地 に て 専用 車 で の プラ イベ ー ト 
観光 付 。W・A・C ス イー ト は 「 問 彩 特 別 企画 」 や 寄港 地 観 光 
ツア ー の 基本 コー ス は ご 旅行 代金 に 含ま れ ま す 。 


11 月 下旬 

ks まみ 寄港 地 観光 ツア ー( 別 料金 ) 
各 寄 港 地 で 旅 が も っ と 楽し く な る 、 寄 港 地 観光 ツア ー 
が あり ます 。 詳 し く は 係員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
ご 注意 :※P.4<6 に 記載 の 観光 地 は 寄港 地 観光 で 訪れ る 場所 の 一 例 
で す 。※ 観 光 の 内 容 ・ 条 件 等 詳細 、 お 申し 込み 方 法 に つき まし て は 別途 
2022 年 11 月 頃 に ご 案内 いた し ます 。※ 車 いす を ご 利用 の お 客 様 お よ 
び 歩 行 が 困難 な お 客 様 は 、 寄 港 地 観光 ツア ー に ご 参加 いた だ け な い 
場合 ありま す の で 、 予 め お 問い 合わ せく だ さい 。 


最終 夜 の F げ レス コー ド は 「 あ お いろ カジ ュ ア ル 」。 
「 あ お いろ 」 の も の を 身 に 着け て お 楽し みく だ さい 。 


g 置 章 和 彩 スペ シャ ル 

E 較 エン ター テイ ン メ ント 
飛鳥 HH オ リ ジ ナ ルプ ロダ クシ ョ ン シ ョ ー、 船 内 イベ ント 
に 加え て 碧 彩 季 航 で は オリ ジ ナ ルイ ベン ト や 、 ス ペ 
シャ ル ゲ スト に よる 多彩 な 船内 イベ ント を 開催 。 洋 上 
で の 和 夜 を 彩る 華やか な エン ター テイ ン メ ント を お 楽し 
みく だ さい 。 


※ 感 染 症 対策 に 関す る 新しい 知見 や 社会 全体 の 進展 等 に 応じ て 
一 部 内 容 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


% Go の ラス 2 


NN。 後日 発表 いた し ます ! お 楽し み に ! 


( ) 
に 去 / ジス ば / 


還 季節 の 彩り を 感じ る 
イベ ント 6 も 充実 


旬 や 和 寄港 地 の 食材 を 
生か し た 飛鳥 IT の 美食 


で ので や づつ 
_ こ だ わり の ディ ナー を は じ め 、 和 
ビュ ッ フ ェ が 選べ る 朝 昼 食 、 
イム 、 ス イー ツ 、 夜 食 ま で 。 


ビス タラ ッ ル ジジ 


春の 行楽 シー ズン に 3 世代 や 
グループ で の ご 旅行 に お すす め 
3 キャ ビン ( 室 ) 以上 の 同一 予約 で お 1 人 様 あ た り 5 万 円 割引 ! 
C ス イー ト ご 利用 の 場合 は な ん と お 1 人 様 あたり 10 万 円 割引 ! 
※ カ テ ゴ リ ー が 別々 の ご 予約 で も OK ! 但し 、 同 一 販売 店 で の 取扱 い に 限り ます 。 


添乗 員 が 乗船 ! 


数 々 の チャ ー タ ー ク ルー ズ を 実施 し て きた JTB ス タッ フ 
が 船内 は も と より 寄港 地 で も 皆様 の 充実 し た クル ー ズ 
ライ フ を お 手伝い させ て いた だ きま す 。 


クル ー ズ の 前 後 で 、 前 泊 ・ 後 泊 に て 「 日 本 の 旬 ] 東京 ・ 
横浜 を 楽し む プ ラン ( 別 料金 ) を 予定 し て お り ま す 。 
帰着 日 に は 特別 な イベ ント も 計画 中 で す 。 

「 日 本 の 旬 」 と は 「 日 本 の 旬 の 魅力 の 再発 見 ] を テー マ に 、 各 地 の 

「 旬 」 の 魅力 を 掘り 起こ し 、 旅 行 を 通じ て より 多く の お 客 様 に ご 案 


内 し 、 現 地 の 魅 力 を 感じ て いた だ く こ と で 、 国 内 観光 地 活性 化 へ 
の 貢献 を 目指 す JTB グ ルー プ の キャ ン ペ ー ン で す 。 


ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド 宿 泊 と 横浜 中 華 
街 ク ー ポ ン を 組み 合わ せ 、 更 に 乗船 当 
日 に 横浜 市 内 ドラ イブ 観光 後 、 乗 船 
受付 場所 まで お 送り する プラ ン を 1 1 
月 下旬 頃 に 発表 予定 で す 。 


飛鳥 下船 後 、 横 浜 市 内 観光 ・ 昼 食後 に 
宿泊 先 ホ テル ハイ アッ トリ ー ジ ェ ン シー 横 
浜 へ ご 案内 し ます 。 併 せ て JTB ク ルー ズ い 
い 船 旅 プ ロジ ェクト イベ ント へ ご 案内 し ま 
す 。 詳 細 は 11 月 下旬 頃 に 発表 予定 で す 。 


ダウ ブ 


「 飛 鳥 T 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 プラ ン 」 は 


を 経て 【 こ ご ちら まま ら ご覧 し ー だ リル テス ポー ーー 回 洛 』 ロ 
ヽ ちら か ら ご 覧 いた だ け ま す (飛鳥 クル ー ズ ホー ムペ ー ジ ) 時 

ト 

回 生 中 


お 申し 込み 時 の 注意 事項 と ご 案内 


[旅行 代金 に つい て ] ※ 旅 行 代 金 に は 諸税 ・ サ ービス 料 が 含ま れ て お り ます 。 倫 こども (2 歳 以上 12 歳 未満 か つ 小学 生ま で ) も 正規 代金 (おとな) と 同額 に な り ま す 。 亀 D ト リプ ル の 旅行 代金 (2 人 目 ま で ) は 、D バ ルコ ニー 
旅行 代金 と 同額 と な り ま す 。3 人 目 の 代金 は [客室 の 3 人 利用 に つい て ] を ご 参照 くだ さい 。 俺 2 歳 未 満 の 幼児 は 無料 で す が 、 ク ルー ズ の ど ご 予約 時 に 同伴 する 旨 を お 申し 出 く だ さい 。 な お 、 ベ ッ ド の ご 用 意 は ご ざい ませ ん 。 食 事 
の ご 用 意 は ご ざい ます が 、 粉 ミル ク 、 離 乳 食 、 ア レル ギー 対応 食 は ご ざい ませ ん 。 
[客室 の 3 人 利用 に つい て ] @[K3 キ ッ ズ | K ス テー ト の 同室 者 の うち 3 人 目 が 未 就学 児 (6 歳 以下 ) の 場合 に 限り 、 備 え 付け の ソフ ァ を キッ ズ ベ ッ ド と し て 使用 する こと で 3 人 利用 が 可能 で す 。 信 [スイ ー ト ルー ム 及 び D ト リプ ルル ー ム の 3 人 利用 | S 客 室 は エキ 
スト ラベ ッ ド を 、WA・C'*D ト リプ ル 客 室 は 備え 付け の ソフ ァ ー ベ ッ ド を 使用 する こと で 3 人 利用 が 可能 で す ( 但 し 、1058~1063 号 室 を 除く )。3 人 目 の 代金 は 、 客 室 タ イプ (S・W'A'Cr*D ト リプ ル ) に か か わら ず K ス テー ト 代 金 と な り ます 。※D ト リプ ル は 3 人 利用 が 基本 と な り ます 。 
[その 他 ]※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 寄 港 地 の 写 真 に は 寄港 地 観光 ツア ー: 自 由 行 動 で 訪問 可能 な 場所 も 含ま れ て お り ます 。 但 6 ヶ月 未満 の 幼児 は 、 ご 乗船 で きま せん 。 借 15 歳 未満 の 方 は 、 保 護 者 の 同行 (同室 ) が 条件 と な り ます 。 乳 幼児 (6 歳 まで の 未 就学 児 ) の 
お 子 様 は 、 ご 乗船 前 に 船 会 社 指定 の 承諾 書 が 必要 と な り ます 。 信 15 歳 以上 20 歳 未満 の 方 は 単独 で も ご 乗船 で きま す が 、 保 護 者 の 同意 書 が 必要 で す 。 但 妊娠 中 の 方 は 事前 に お 申し 出 く だ さい 。 乗 船 前 に 船 会 社 指定 の 診断 書 お よび 承諾 書 を 提出 いた だ きま す 。 倫 
車いす を ご 使用 され る お 客 様 は 事前 に お 申し 出 く だ さい 。 原 則 と し て お 客 様 1 名 様 に 対し て 1 名 の 介助 いた だ ける ご 同伴 者 様 ( 同 室 ) の 乗船 を お 願い いた し ます 。 又 、 ご 同伴 者 様 は 車いす ご 使用 の お 客 様 と 共に 行動 し て いた だ きま す 。 単 独 行動 は ご 遠慮 くだ さい 。 但 電 
動車 いす を ご 使用 の 場合 、 前 項 の ほか 使用 上 の 制限 事項 に つい て の 承諾 書 が 必要 と な り ま す 。 な お 、 電 動 カ ー ト は ご 使用 に な れ ま せん 。 但 体質 上 (アレ ルギー) の 理由 で 食べ 物 に 制限 を お 持ち の お 客 様 は お 申し 込み の 都度 、 旅 行 会 社 に お 申し 出 く だ さい 。 ご 乗船 後に 
メニ ュー に つい て ご 相談 させ て いた だ きま す が 、 必 ず し も すべ て の アレ ル ゲ ン に 対応 で きる と は 限り ませ ん 。 倫 医療 器具 を お 持ち 込み され る 場合 は お 申し 込み 旅行 会 社 へ 予め お 申し 出 く だ さい 。 借 特別 な 配慮 を 必要 と する お 客 様 は お 申し 込み 時 に 必ず お 知ら せく だ さい 。 
特別 な 配慮 措置 の 必要 性 に よっ て は 、 船 会 社 へ の 診断 書 や 承諾 書 等 の 提出 が 必要 と な る 場合 が ご ざい ます 。 借 ご 乗船 に 際 し て 必要 な デー タ の 正確 を 期す た め 、 過 去 の 乗船 時 の デー タ と 異な る 申告 に つい て 取扱 旅行 会 社 へ 照会 させ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 


お 申込 み の ご 案内 (お ぉ 申込 み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申込 みく だ さい 。) 


@ 募集 型 企画 旅行 契約 (3) 与 信 等 の 理由 に より 会 員 の お 申し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で き な い 場合 、 
この 旅行 は 費 JTB( 東 京都 品川 区 東 品川 2-3-11 観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 64 号 。 以 下 「 当 当社 は 通信 契約 を 解除 し 、 規 定 の 取消 料 と 同額 の 違約 料 を 申し 受け ます 。 た だ し 、 当 旅行 企画 実施 
社 ] と いい ます 。) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され る お 客 様 は 当社 と 募集 型 企画 社 が 別途 指定 する 期日 まで に 現金 に よる 旅行 代金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は と 
旅行 契約 (以下 「 旅行 契約 ] と いい ます 。) を 締結 する こと に な り ます 。 の 限り で は あり ませ ん 。 の 
@ 旅行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 @ 財 内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て 株 式 会 社 
(1 所 定 の 申込 書 に 所 定 の 事項 を 記入 し 、 下 記 の お 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 お 申込 金 ご 旅行 中 、 け が を し た 場合 多額 の 治療 費 、 移 送 費 等 が か か る こと が あり ます 。 ま た 、 事 故 の 
は 、 旅 行 代金 お 支払 の 際 差 し 引か せ て いた だ きま す 。 場合 、 加 害 者 へ の 損害 賠償 請求 や 貼 償 多 の 回 収 が 大 変 困難 で ある 場合 が あり ます 。 こ 
(2) 電 話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ そ の 他 の 通信 手段 で お 申し 込み の 場合 、 当 社 が 予約 の 承諾 の 旨 通 知れ ら を 担保 する た め 、 お 客 様 ご 自身 で 充分 な 額 の 国内 旅行 保険 に 加入 され る こと を お 勧め 2 
し た 筆 日 か 5 起 算 し て 3 日 以内 に 申込 書 の 提出 と 申込 金 の 支払 を し て いた だ きま す 。 し ます 。 国 内 旅行 保険 に つい て は 、 お 申込 店 の 販売 員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 観光 庁 長 富 録 旅行 業 第 64 号 
be 込 金 を 受領 し た と き に 成立 する も の と し ます 。 MM 和 剛 sg 記 本 旅行 業 協会 正会員 
4) お 申込 金 (お ひと り ) 旅行 代金 の 20% 以 上 旅行 中 に 、 事 故 な ど が 生じ た 場合 は 、 直 ち に 同行 の 添乗 員 ・ 現 地 係 員 、 運 送 ・ 宿 泊 機 関 ツー (1 京都 品川 区 東 品川 2-3-11 
@ 旅行 代金 の お 支払 い 旅行 サー ビス 提供 会 社 、 ま た は 、 お 申込 店 に ご 通知 くだ さい 。( も し 、 通 知 で き な い 事 情 が あ GENOME 6 前 6 0 
旅行 代金 は 旅行 出発 日 の 前 日 か ら 換算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に 当たる 日 より 前 に お 支払 いい た る 人 は 、 そ の 事情 が な く なり 第 肖 知 くだ きい) 
だ きま す 。 ま た 、 お 客 様 が 当社 提携 カー ド 会 社 の カー ド 会 員 で ある 場合 、 お 客 様 の 署名 な くし て 旅行 報 の 取扱 に つい て 2 
代金 、 取 消 料 、 追 加 諸費 用 な ど を お 支払 いい た だ く こ と が あり ます 。 こ の 場合 の カー ド 利用 日 は 、 お 客 当社 及び 販売 店 は 、 旅 行 申込 の 際 に 提出 され た 申込 書 等 に 記載 され た 個人 情報 に つい ん | ポ ユ 師 証 会 員 紛 旅行 業 公正 取引 
様 か ら お 申し 出 が な い 限 り 、 お 客 様 の 承諾 日 と いた し ます 。 て 、 お 客 様 と の 間 の 連絡 の た め に 利用 させ て いた だ く ほ か 、 お 客 様 が お 申し 込み いた だ い N 生還 法人 日 行人 正人 協議 会 会 員 
@ 取消 料 た 旅行 に お いて 運送 宿泊 機関 等 の 提供 する サー ビス の 手配 及び それ ら の サー ビス の 受 の 0 ES Ei 
旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 を 取消 料 と し て 申し 受け ます 。 人 の た め の 手続 に な Pi で 利用 きせ て いた だ きま す 。 と の ば か 当社 及び 販売 店 
Sg Sg wi で は 、① 当 社 及び と 提携 する 企業 の 商品 や サー ビス 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご (② 旅 行 いい 
取消 日 取消 料 参加 後 の ご 意見 や ご 成 想 の ご 提供 の お 願い アン ケー ト の お 願い ④ 特 典 サ ービス の 提 JTB ク ルー ズ 公 式 アカ ウン ト 
61 日 前 まで 無 料 供 ⑥ 統 計 資料 の 作成 に お 客 様 の 個人 情報 を 利用 させ て いた だ く こ と が あり ます 。 
旅行 開始 日 の 前 日 1 年 た orTD6 @ 旅行 条件 旅行 代金 の 基準 クル ー ズ の 
か ら 起 算 し て さか 60 日 前 か 531 日 前 まで 旅行 代金 の 10% この 旅行 条件 は 2022 年 8 月 18 日 を 基準 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2022 年 8 月 18 昌 魅力 を 発信 中 7 
の ぼっ て 30 日 前 か ら 21 日 前 まで 旅行 代金 の 20% 現在 の 有効 な 運賃 : 規 則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 2 
20 日 前 か ら 3 日 前 まで 旅行 代金 の 30% 
5 半鐘 誠 当 20 お 2 和 8 の 2 語 ーッ エ あっ ュー の 施 | 表紙 の 写真 飛鳥 T(PHOTO BY TSUNEO NAKAMURA)、 
寺 So が 総合 ( 管理 者 と は 、 お を 営業 所 で 8 E 者 で す 。 こ ゆ 9 っ 
旅行 開始 日 の 前 々 日 、 前 日 、 当 日 旅行 代金 の 50% の 柏葉 の 作 。 倒 症 ブル ー( 画 価 電 全 芝 補 
H MM 行 契 約 に 関し て ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 加 隊 な く 下記 の 総合 国内) 旅行 務 取 扱 管理 者 に ね 尋ね くだ さい 。 | 人 仁 演 ブ ルー 観光 協議 会 ) 、 な ば な の 里 (すべ て イメ ー ジ ) 
旅行 開始 後 又 は 無 連 絡 不参加 旅行 代金 の 100% 償 へ に CALAMA 2 
※ 各 コー ス に 適用 取消 料 の 明記 が ある 場合 は 、 そ の 取消 料 を 適用 いた し ます 。 記 
@ 放 行 代金 に 含ま れる も の 入力 ・ 1 
旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 料金 (注釈 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス )、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 及 び 消費 税 等 諸税 。 こ れ ら の 費用 は 、 お 客 様 の 〈《 お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 〉 
都合 に より 一 部 利用 され な く て も 原則 と し て 払い 戻し いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。 ) 


@ 燃油 サー チャ ー ジ に つい て 
燃油 サー チャ ー ジ は 2022 年 8 月 18 日 現在 無料 で す が 、 今 後 の 原油 価格 の 動向 に より 、 旅 行 代 金 と は 別に お 客 様 に ご 負担 いた だ く 場 合 が あり ます 。 


人 @ お 客 様 の 交替 
お 客 様 は 当社 が 承諾 し た 場合 11.000 円 の 手数 料 を お 支払 いい た だ く こ と に より 別 の お 客 様 に 交替 する こと が で きま す 。 
人 @ 特別 補償 


当社 は 、 当 社 また は 当社 が 手配 を 代行 させ た 者 の 故意 
様 が 募集 型 企画 旅行 参加 中 に 急激 か つ 偶 持 な 外来 の 
の 範囲 に お いて 、 補 償 金 また は 見 舞 金 を 支払 いま す 。 
・ 死 亡 補償 金 :1500 万 円 ・ 入 院 見 舞 金 2 一 20 万 円 ・ 通 院 見 舞 金 : 15 万 F 
・ 携 行 品 損害 補償 金 : お 客 様 1 名 に つき 3 千 円 一 15 万 円 (た だ し 、 補 償 対 象 品 1 個 あたり 10 万 円 を 限度 と し ます 。) 
@ お 客 様 の 責任 (抜粋 ) 
お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス を 円 滑 に 受領 する た め 、 万 が 一 契約 書面 と 異な る 旅行 サー ビス が 提供 され た と 
認識 し た と き は 、 旅 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 添乗 貞 、 幹 旋 員 、 現 地 ガイ ド 、 当 該 旅行 サー ビス 提供 機関 又は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 
@「 通 信 契 約 」 を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 
当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 (以下 「 会 員 ] と いう ) より 「 会 員 の 署名 な くし て 旅行 代金 や 取消 料 等 の 支払 い を 受け る ] こ と (以下 [通信 
契約 ] と いう ) を 条件 に 申込 を 受け た 場合 、 通 常 の 旅行 条件 と は 以下 の 点 で 異な り ます 。 (受託 旅行 業者 に より 当該 取扱 が で き な い 場合 が あり ます 。 
また 取扱 で きる カー ド の 種類 も 受託 旅行 業者 に より 異な り ます 。) 
(1) 契約 成 立 は 、 当 社 が 電話 また は 郵便 で 旅行 契約 の 締結 の 承諾 通知 を 発信 し た と き (e-mail 等 電子 承諾 通知 を 利用 する 場合 は 、 そ の 通知 が 
お 客 様 に 到達 し た と き ) と し ます 。 ま た 申込 時 に は [会 員 番号 ・ カ ー ド 有効 期限 ] 等 を 通知 し て いた だ きま す 。 
(2)「 カ ー ド 利用 日 ] と は 旅行 代金 等 の 支払 いま た は 払い 戻し 債務 を 履行 すべ き 日 を いい ます 。 旅 行 代 金 の カー ド 利用 日 は 「 契 約 成立 日 ] と し ます 。 
(た だ し 、 成 立 日 が 旅行 開始 前 日 か ら 14 日 目 に あたる 日 より 前 の 場合 は 「14 日 目 (休業 日 に あたる 場合 は 翌 営 業 日 )] と し ます 。 ) ま た 取消 料 の 
カー ド の 利用 日 は 「 契 約 解除 依頼 日 ] と し ます 。( た だ し 、 契 約 解除 依頼 日 が 旅行 代金 の カー ド 利 用 日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 は 旅行 代金 


は 過失 の 有無 に か か わら ず 、 募 集 型 企画 旅行 約款 別紙 特別 補償 規程 基づき 、 お 客 
故に より 、 そ の 身体 、 生 命 ま た は 手荷物 上 に 被っ た 一 定 の 損害 に つい て 、 以 下 の 金 額 


か ら 取 消 料 を 差し 引い た 額 を 解除 依頼 日 の 翌日 か ら 起算 し て 7 日 間 以 内 を カー ド 利 用 日 と し て 払い 戻し ます 。) 


ふる さと 納税 で お 得 に 旅行 を 楽し も う ! 詳し く は こち ら b 


JTB ふ る さと 納税 旅行 クー ポン を 使え ば 本 対象 邊 体 Er 
JTB ク ルー ズ で の 旅行 自己 負担 2.000 ロ か ら 行 ける ! 回 前 


※ ふ る さと 納税 を 行っ た 金額 の うち 2,.000 円 を 超え る 部 分 に つい て 、 所 得 税 と 住民 税 か ら 原 則 と し て 全額 が 控除 され ます (一 定 の 上 限 は あり ます ) 。 
運航 会 社 : 郵船 クル ー ズ 株 式 会 社 NYK CRUISES CO .LTD 〒280-8147 横浜 市 西区 みな と みらい 2-2-1 横浜 ラン ド マ ー ク タワ ー 47F |4491298 


